
　
保
育
所
対
策
は
、
幼
稚
園
の
認
定

こ
ど
も
園
化
が
有
効
と
さ
れ
ま
す
が
、

設
備
の
キ
ッ
チ
ン
確
保
等
大
規
模
設

備
改
修
や
床
面
積
の
確
保
、
運
営
組

織
の
見
直
し
な
ど
手
間
も
か
か
り
、

短
期
の
目
標
と
い
う
よ
り
、
数
年
ス

パ
ン
で
の
対
応
が
可
能
か
と
い
う
も

の
で
す
。
保
育
士
確
保
が
大
変
な
保

育
所
新
設
も
同
様
で
す
。

　
短
期
で
で
き
る
も
の
は
、
保
育
定

数
の
弾
力
化
で
す
。
先
進
例
を
み
る

と
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
部
屋
の
非
構
造

壁
を
取
り
外
し
、
可
動
間
仕
切
り
と

可
動
押
し
入
れ
（
背
が
低
い
も
の
）

に
変
更
し
て
、
保
育
面
積
要
件
を
満

た
し
、
定
数
増
を
進
め
る
方
法
や
、

敷
地
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
や
屋
上
に
増

築
、
低
利
用
の
事
務
室
や
ホ
ー
ル
を

保
育
室
に
転
用
、
水
回
り
の
設
備
を

集
約
、
収
納
場
所
を
と
ら
な
い
寝
具

に
変
更
し
収
納
撤
去
と
い
っ
た
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
存
の
保
育
所
で
各
10
名
の
定
員
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
全
体
で
は

相
当
数
の
定
員
が
確
保
で
き
、
他
自
治

体
か
ら
の
生
産
年
齢
人
口
転
入
増
も
図

れ
ま
す
。
こ
れ
は
飯
能
市
で
も
調
査
、

実
施
し
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
工
事
は

安
価
に
短
期
間
で
定
数
増
、
一
時
保
育

枠
も
追
加
で
き
ま
す
。

　
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
会
社
に
協
力
を

求
め
、
保
育
マ
マ
を
誘
致
す
る
等
、

民
間
活
用
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　
在
宅
子
育
て
の
方
に
は
、
税
金
の

公
平
な
配
分
の
た
め
、
保
育
ク
ー
ポ

ン
（
バ
ウ
チ
ャ
ー
）
配
布
制
度
が
提

案
で
き
ま
す
。

　
市
の
制
度
以
外
で
費
用
の
掛
か
る

子
育
て
に
つ
い
て
、
補
助
券
ま
た
は

引
換
券
と
な
る
も
の
で
す
。
同
じ
子

育
て
中
で
も
、
自
分
た
ち
が
使
わ
な

い
と
こ
ろ
に
税
金
が
支
出
さ
れ
て
い

る
家
庭
の
課
題
が
解
決
さ
れ
ま
す
。

　
同
じ
く
先
進
例
を
み
る
と
こ
う
し
た

制
度
で
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
が
自
由
に
選
べ
、
内
容
は
大

く
く
り
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
、
親

へ
の
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
預
け
る

サ
ー
ビ
ス
、
任
意
予
防
接
種
等
々
、
民

間
含
め
利
用
可
と
便
利
に
な
っ
て
い
ま

す
。
習
い
事
や
家
事
援
助
等
使
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
企
業
努
力
も
功
を
奏
し
内
容
も
充

実
し
て
い
き
ま
す
。

　
民
間
に
よ
る
子
育
て
世
帯
支
援
が

進
み
、
就
学
後
に
も
こ
れ
が
あ
る
と
、

塾
や
習
い
事
な
ど
、
充
実
し
た
教
育

の
提
供
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
共
働
き
、
ひ
と
り
親
の
方
に
は
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
民
間
企
業
を
活
用

し
た
、
支
援
制
度
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
現
状
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
飯

能
市
は
他
自
治
体
に
比
べ
て
利
用
し
や

す
い
と
は
い
え
ず
、
最
新
情
報
、
新
規

申
し
込
み
の
敷
居
の
高
さ
、
利
用
者
と

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
割
合
な
ど
税
金
の

有
効
活
用
に
改
善
の
余
地
あ
り
で
す
。

　
全
国
平
均
で
は
、
利
用
者
が
７
割

強
、
提
供
者
が
２
割
弱
（
兼
務
含
む
）

で
す
が
、
飯
能
市
で
は
、
利
用
者
が

６
割
強
と
や
や
少
な
く
、
即
応
性
を

求
め
る
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
で
き
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
理
由
の
一
つ
に
考
え
ら
れ
る

の
が
、
自
分
が
必
要
な
援
助
に
対
応

可
能
か
ど
う
か
外
部
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。

　
全
国
調
査
で
は
利
用
目
的
が
２
割

を
超
え
る
も
の
と
し
て
、
買
い
物
等

外
出
の
際
の
子
ど
も
の
預
か
り
、
保

護
者
の
就
労
（
短
期
・
臨
時
・
求
職

活
動
等
）
病
気
、
急
用
等
の
場
合
の

援
助
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
預

か
り
・
送
迎
、
学
校
や
幼
稚
園
・
保

育
所
が
休
み
の
期
間
の
預
か
り
及
び

援
助
、
産
前
・
産
後
の
育
児
援
助
等
、

幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

　
他
自
治
体
で
は
、
運
営
業
者
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
運
営
企
業
を
含
む
、
民
間

企
業
に
変
え
た
と
こ
ろ
も
増
え
て
き

て
、
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
体

制
作
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
企
業
で
働
く
世
帯
は
福
利
厚
生
制

度
で
、
企
業
の
補
助
券
も
あ
り
、
こ

れ
が
大
々
的
に
使
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
さ
ら
に
利
用
率
が
上
が
る
と
思

い
ま
す
。
提
供
回
数
が
増
え
れ
ば
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
も
、
安
定
し
た
補
助

収
入
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
保
育
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
や
ク
ー
ポ
ン
と

合
わ
せ
て
、
費
用
負
担
を
抑
え
つ
つ
、

保
育
所
と
連
携
し
た
通
常
保
育
に
も
乗

り
出
し
、
子
育
て
と
教
育
で
え
ら
ば
れ

る
街
「
飯
能
」
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
飯
能
市
が
実
務
を
運
営
し
て
い
る
、

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
と
も
に
、
当
然
な
が
ら

サ
ー
ビ
ス
は
存
在
し
、
一
見
し
て
問

題
な
く
運
営
で
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
実
態
は
、
危
険
水
準
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
納
税
す
る
市
民
税
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
に
お
金
を
移
し
て
（
繰
入
金

と
い
い
ま
す
）
帳
尻
を
合
わ
せ
て
の

飯
能
に
必
要
な
改
革
の
提
案
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
飯
能
市
川
寺
５
８
３
ー
７
　
坂
井
え
つ
こ
宛

　
　
　
　
０
５
０
ー
５
２
４
１
ー
５
６
６
０

　
　
　
　http://sa

ka
ietsuko.net

　
　info@

sa
ka
ietsuko.net

坂井えつこ
プロフィール
神戸市生まれ／かに座／ AB 型
龍谷大学哲学科　卒業
フィットネス・スタジオ経営
元女子高校教師・元ラジオパーソナリティ
著書：『女性スタッフの人間関係に困ったら読む本』
小池百合子政経塾 1 期生／日本会議会員
趣味：温泉・風呂好き長風呂／マッサージ（する方）
家族：娘（小学生）／ サビ猫（野良猫を保護）

発
行
元  

日
本
維
新
の
会 

埼
玉
県
総
支
部
／
埼
玉
県
維
新
の
会

日本維新の会
機 関 紙 号 外
2017 年３月 31 日

・民家や店舗、公共施設で保育ママやベビーシッター
制度を活用。
・保育設備効率化による、既存保育園の算定床増で
保育定数弾力化。
・クーポン導入で子育て世帯数増、全子育て世帯に
公平な税配分を。
・ファミリーサポートサービスを企業委託で改善、利用
しやすい事業に

子育て選択肢の拡充

・体操事業・食生活改善を導入、健康寿命延長。
・特定健康診査・特定保健指導を民間優良企業並みの
実施率へ改善
・予防や生活不活発病対策、運動や食事の継続した健
康維持制度を用い、未病対応を制度化。疾病完治や
自立支援による要介護度等を改善
・介護サービス卒業 40％。後期高齢者医療、国民健康
保険、介護保険への歳出増加率抑制。

健康３倍はんのう

ご紹介します！

坂井委員はこんな人

坂
さ か い

井えつこさんを

飯能市政委員に
任命しました。

えらばれる街「飯能」



　
飯
能
市
議
会
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
や
議
案
の
公
開
、
議
会
基
本
条
例

や
議
員
個
人
の
○
×
な
ど
、
議
会
改

革
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
必
要

な
改
革
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
議
会

の
議
員
数
は
19
人
、
同
規
模
の
自
治

体
平
均
は
21
・
２
名
と
さ
ほ
ど
多
く

な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、

改
革
を
さ
ら
に
進
め
た
議
会
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
各
自
治
体
、
充
実
し
た

議
論
と
議
会
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

飯
能
市
も
19
名
の
定
員
で
１
名
欠
員
、

運
営
に
な
ん
ら
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
間
同
様
、
少
数
精
鋭
で
働
く
議
会
、

こ
れ
を
目
標
に
、
飯
能
市
議
会
も
議

員
数
は
14
名
を
中
期
目
標
に
、
ま
ず

は
常
任
委
員
会
が
３
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
３
名
減
の
16
名
を
選
挙
後
の
目

標
値
に
す
え
て
、
議
会
の
効
率
化
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

削
減
し
た
経
費
の
一
部
は
議
会
活
動

へ
の
原
資
に
し
て
、
政
策
立
案
力
を

向
上
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
審
議
日
数
が
少
な
け
れ
ば
、
議
会

を
通
年
議
会
化
し
、
常
に
議
論
で
き

る
体
制
に
し
ま
す
。
議
決
対
象
を
拡

大
し
、
議
案
以
外
に
行
政
の
計
画
（
基

本
計
画
や
個
別
計
画
や
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
）、
要
綱
や

規
則
、
第
三
セ
ク
タ
ー
や
出
資
法
人

の
事
業
計
画
や
予
算
決
算
を
議
決
対

象
と
し
て
、
直
接
税
金
支
出
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。
事
業
の
仕
訳
や
、
行

革
特
別
委
員
会
を
つ
く
り
、
定
例
的

に
条
例
内
容
、
規
則
・
要
綱
条
例
化
等
、

具
体
的
な
見
直
し
を
逐
次
行
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
民
間
で
し
っ
か
り
働
く
良
い
事
例

は
議
会
も
や
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
先
進
自
治
体
へ
視
察
に
行
く
委
員
会

視
察
も
、問
題
が
起
き
た
自
治
体
で
は
、

旅
行
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
前
提
条
件
か
ら
の
見
直
し
、
視
察

は
隔
年
開
催
未
満
で
選
抜
メ
ン
バ
ー
の

み
が
参
加
な
ど
、
経
費
を
効
率
的
に
使

い
、
政
策
へ
反
映
す
る
体
制
も
検
討
の

余
地
が
あ
り
ま
す
。

　
透
明
性
や
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、

飯
能
市
議
会
は
遅
れ
て
い
る
と
い
う

実
態
が
あ
り
ま
す
。

　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
の
議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ

る
と
、
飯
能
は
全
国
で
215
位
。
得
点

を
見
る
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ

る
機
能
強
化
は
評
価
さ
れ
た
も
の
の
、

情
報
共
有
が
579
位
、
住
民
参
加
も
257

位
で
し
た
。
同
じ
埼
玉
で
も
所
沢
市

は
堂
々
の
16
位
、
和
光
市
は
85
位
、

鶴
ヶ
島
市
が
106
位
と
差
が
あ
り
、
直

ち
に
改
革
が
必
要
で
す
。

　
実
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も
議

事
録
の
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
も
、「
本
会
議
」

の
み
で
す
。
議
案
は
実
質
委
員
会
で

審
議
さ
れ
ま
す
の
で
、
賛
否
の
判
断

を
議
員
が
ど
う
検
討
し
て
質
問
す
る

か
、
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
全
委
員

会
他
会
議
全
体
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
、
議
事
録
の
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
が
な

け
れ
ば
、
た
だ
成
立
し
た
議
案
し
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
す
。
技
術
の
進

歩
に
よ
り
格
安
の
パ
ソ
コ
ン
と
Ｗ
ｅ
ｂ

カ
メ
ラ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が

あ
れ
ば
、
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
公
開
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
す
ぐ

に
で
も
や
る
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
政
務
活
動
費
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
領
収
書

は
議
会
へ
出
向
か
ね
ば
確
認
で
き
ま

せ
ん
。
多
く
の
議
員
が
辞
職
し
た
富

山
市
議
会
で
の
政
務
活
動
費
の
不
正

事
件
は
、
領
収
書
を
確
認
し
た
こ
と

か
ら
発
覚
し
ま
し
た
。
飯
能
市
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
領
収
書
を
公

開
し
、
常
に
市
民
の
チ
ェ
ッ
ク
が
働

く
形
に
し
、
報
告
書
の
文
言
か
ら
は

わ
か
ら
な
い
不
透
明
な
支
出
や
、
割

高
な
契
約
を
洗
い
出
し
、
最
少
の
費

用
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
制
度
に

し
た
い
で
す
ね
。

　
政
治
倫
理
条
例
が
あ
れ
ば
、
透
明

性
は
完
璧
で
す
。
政
治
倫
理
に
反
し

た
行
為
、
斡
旋
、
契
約
業
務
関
与
等

口
利
き
の
防
止
条
項
を
設
定
し
、
国

会
に
準
じ
た
資
産
公
開
制
度
を
設
け

て
職
業
に
合
わ
な
い
お
か
し
な
こ
と

が
な
い
か
を
見
え
る
化
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
政
治
姿
勢
を
正
す
た
め

に
は
、
恣
意
性
を
排
除
し
た
適
正
な

契
約
が
必
須
で
あ
り
、
親
族
含
め
た

関
連
企
業
に
よ
る
各
種
契
約
辞
退
等

を
制
度
化
し
、
他
自
治
体
で
問
題
と

な
る
利
益
誘
導
型
議
員
が
飯
能
で
も

出
な
い
よ
う
、
対
策
を
講
じ
た
い
と

こ
ろ
で
す
ね
。

　
飯
能
市
議
会
は
議
会
報
告
会
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
な
ど
、
一
定
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
住

民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
政
策
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
、
四
日
市
等
の
議
会

モ
ニ
タ
ー
制
度
（
市
民
参
加
型
、
第

三
者
評
価
）
を
参
考
に
、
市
民
に
よ

る
議
会
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
始
め
、
議

案
な
ど
へ
意
見
を
発
表
す
る
機
会
や
、

議
員
数
や
政
務
活
動
費
等
、
定
期
的

に
見
直
し
を
諮
問
す
れ
ば
、
議
会
活

動
へ
の
納
得
、
不
信
の
解
消
に
つ
な

が
り
ま
す
。
住
民
参
加
で
議
員
は
本

当
に
働
い
て
い
る
か
、
ぜ
ひ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

大阪府大東市 123,397 人で 16名

大阪府松原市 121,962 人で 17名

大阪府河内長野市 109,545 人で 17名

兵庫県三木市 79,282 人で 16名

奈良県香芝市 78,475 人で 15名

大阪府交野市 78,015 人で 15名

大阪府泉大津市 75,882 人で 17名

埼玉県志木市 74,129 人で 14名

運
営
で
あ
り
、
単
独
の
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
で
は
賄
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
他
の
自
治
体
で
も
繰
入
金
は
一
定

あ
り
ま
す
が
、
市
の
基
金
も
減
額
一

辺
倒
、
予
算
の
一
定
規
模
を
占
め
る

飯
能
市
は
対
策
が
急
務
で
す
。
保
険

税
や
保
険
料
の
値
上
げ
は
、
当
然
な

が
ら
最
終
手
段
で
、
そ
も
そ
も
医
療

費
や
サ
ー
ビ
ス
の
支
払
い
が
増
え
た

か
ら
繰
入
増
や
し
ま
す
と
い
う
の
も
、

本
来
通
用
し
ま
せ
ん
。
ど
う
や
っ
て

支
出
の
伸
び
を
減
ら
す
か
、
効
率
的
・

効
果
的
な
削
減
策
模
索
が
な
い
と
こ

ろ
が
問
題
で
す
。

　
市
の
健
康
事
業
に
つ
い
て
も
、
支

出
減
に
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
削
減

に
つ
な
げ
る
視
点
で
、
未
受
診
者
の

傾
向
つ
か
む
、
健
康
事
業
強
化
に
つ

な
げ
る
と
い
っ
た
方
向
性
が
な
け
れ

ば
、
財
政
硬
直
化
が
進
む
ば
か
り
で

す
。
今
後
、
国
の
制
度
で
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
と
い
う
制
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、

今
ま
で
の
状
態
か
ら
考
え
て
、
実
施

後
の
改
善
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　
実
態
と
し
て
、
民
間
企
業
で
は
休

職
の
方
な
ど
を
除
き
100
％
に
近
い
健

康
診
断
受
診
率
、
飯
能
で
は
特
定
健

康
診
断
受
診
率
29
年
度
60
％
と
、
か

な
り
低
い
達
成
目
標
で
す
。
特
定
保

健
指
導
実
施
率
も
現
状
10
・
４
％
と

埼
玉
の
自
治
体
平
均
の
３
割
未
満
。

禁
煙
の
指
導
も
国
民
健
康
保
険
で
の

特
定
保
健
指
導
し
か
な
く
、
具
体
的

対
策
が
な
い
た
め
健
康
改
善
効
果
が

望
め
ま
せ
ん
。

　
民
間
の
健
康
保
険
組
合
は
、
保
健

事
業
が
総
予
算
の
５
％
を
超
え
る
と

こ
ろ
も
多
く
、
か
な
り
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
飯
能
市
は
予
算
の
わ

ず
か
２
％
少
々
で
す
。

　
民
間
企
業
の
健
康
保
険
で
は
、
予

算
の
半
分
を
国
に
取
ら
れ
る
制
度
の

問
題
か
ら
、
か
な
り
早
期
よ
り
医
療

費
抑
制
策
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

し
た
先
例
が
多
々
あ
る
中
で
、
飯
能

市
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
予

算
で
、
一
般
会
計
（
市
民
税
）
か
ら

の
繰
入
金
を
増
や
す
と
し
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
で
働
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
払
っ
た
税
金
が
自
分
た

ち
の
た
め
に
使
わ
れ
ず
、
非
効
率
な

結
果
の
補
て
ん
に
使
わ
れ
る
の
は
納

得
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　
飯
能
市
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
あ
り
ま
す

が
、
具
体
的
な
成
果
目
標
が
あ
り
ま

せ
ん
。
肥
満
傾
向
の
人
の
割
合
を
減

ら
す
、
山
登
り
ハ
イ
キ
ン
グ
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
、
単
発
の
事
業
で
は
健
康
習
慣

は
手
に
入
ら
な
い
の
で
す
。

　
多
く
の
人
が
、健
康
に
不
安
を
感
じ
、

運
動
や
食
事
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
て

も
、
本
人
だ
け
で
は
改
善
で
き
な
い
か

ら
こ
そ
、
単
発
事
業
で
他
は
自
助
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

で
す
。
病
気
に
な
っ
た
か
ら
、
介
護
状

態
に
な
っ
た
か
ら
制
度
使
っ
て
い
い
よ

と
い
う
の
は
、
行
政
の
怠
慢
で
す
。
健

康
で
は
な
い
け
ど
、
病
気
で
も
な
い
、

自
覚
症
状
は
な
い
け
ど
健
診
値
に
問
題

が
あ
る
状
態
を
指
す
「
未
病
（
予
防
医

学
）」
の
段
階
で
健
康
を
取
り
戻
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
慢
性
疾
患
や
要
介

護
で
苦
し
む
人
の
母
数
が
減
り
、
保

険
税
保
険
料
の
増
額
も
抑
え
ら
れ
、

必
要
な
人
へ
の
手
厚
い
支
援
が
可
能

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
、
10
年
間
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
経

営
し
て
き
て
わ
か
る
こ
と
。
そ
れ
は
反

復
継
続
し
た
運
動
・
身
体
づ
く
り
、
食

事
で
健
康
長
寿
に
な
る
こ
と
で
す
。
簡

単
な
運
動
な
ら
毎
日
、
負
荷
を
か
け
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
週
２
〜
３
と
続
け

る
こ
と
で
、
高
齢
の
方
で
も
骨
も
筋
力

も
内
臓
も
鍛
え
ら
れ
、
元
気
に
自
活
が

で
き
ま
す
。
元
気
で
あ
れ
ば
、
食
事
も

進
み
ま
す
の
で
、
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
体

を
つ
く
る
栄
養
分
を
多
く
と
り
、
炭
水

化
物
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
食
事
を

少
な
め
に
し
て
、
脂
肪
、
糖
分
、
塩
分

を
減
ら
し
ま
す
。

　
運
動
習
慣
の
あ
る
方
、
そ
れ
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
方
は
本
当
に
お
元
気
で

輝
い
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
で
確
実
に

運
動
習
慣
の
あ
る
方
の
身
体
、
見
た
目

の
若
々
し
さ
、
お
気
持
ち
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
さ
が
10
歳
ま
る
ご
と
若
返
っ
て
お
ら

れ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
運

動
習
慣
の
あ
る
な
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た

き
っ
か
け
や
苦
手
意
識
か
ら
、
健
康
格

差
が
広
が
る
こ
と
な
く
、
健
康
元
気
で

毎
日
を
イ
キ
イ
キ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
輝

い
て
い
る
方
が
増
え
た
ら
、
飯
能
市
は

変
わ
る
と
本
当
に
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

　
民
間
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
者
や
介

護
事
業
者
な
ど
法
人
に
委
託
し
、
健
康

診
断
カ
ル
テ
を
活
用
し
た
市
内
の
民
間

施
設
利
用
や
、
理
学
療
法
士
が
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
で
委
託
事
業
を
行
う
、
公
民
館

へ
の
「
定
期
」
出
前
講
座
を
行
う
こ
と

の
ほ
か
、
料
理
教
室
運
営
法
人
を
活
用

し
て
、
自
炊
健
康
食
も
推
進
。
民
業
圧

迫
に
も
な
ら
ず
、
住
み
分
け
も
で
き
ま

す
。
禁
煙
治
療
に
つ
い
て
も
、
助
成
金

を
出
し
て
禁
煙
を
進
め
る
こ
と
で
循
環

器
系
疾
患
の
発
症
、
進
行
を
抑
制
し
て

長
く
健
康
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

　
要
介
護
状
態
の
健
康
に
つ
い
て
は
、

和
光
市
で
優
れ
た
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
策
と
し
て
一
定
進
む
よ
う
で
す
が
、

率
先
し
て
対
応
す
る
べ
き
で
す
ね
。

概
略
は
、
一
度
要
介
護
・
要
支
援
状

態
と
な
っ
て
も
、
き
め
細
か
い
ケ
ア

プ
ラ
ン
、
仲
間
た
ち
と
の
楽
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
等
々
を
駆
使
し
、
40
％

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
卒
業
し
て
い

る
の
で
す
。
介
護
対
象
か
ら
外
れ
て

も
、
ケ
ア
を
充
実
す
る
こ
と
で
再
度

介
護
状
態
に
な
る
不
安
を
取
り
除
き
、

健
康
長
寿
を
達
成
し
ま
す
。

　
介
護
も
、
更
な
る
繰
入
金
を
防
ぎ

つ
つ
、
必
要
な
方
へ
重
点
的
に
、
居

宅
介
護
の
限
界
点
を
高
め
る
24
時
間

巡
回
型
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
和
光
市
で
は
、
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
率
の
推
移
が
、
埼
玉
県
平
均

14
・
３
％
の
と
こ
ろ
９
・
４
％
！
さ
ら

に
低
下
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
。

　
飯
能
市
で
も
健
康
３
倍
を
合
言
葉

に
、
健
康
長
寿
、
財
政
健
全
化
と
も

に
改
善
を
。
予
防
事
業
は
地
域
全
体

の
活
動
支
援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

人
々
が
健
康
に
な
る
こ
と
は
、
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

・議員定数を先進自治体並みの 16 名に削減、
議員歳費・経費削減
・旅行とも揶揄される議員視察を必要最小限に
大幅削減
・政治倫理条例で口利き防止、議会中継拡大
で説明責任担保

身を切る改革


